
窓改修工事の不具合に対する想定Q＆A

項目 Q A

窓改修をおこなったら結露がひどくなった

複層ガラスの窓に改修したが、ガラスが結露する

外気温と室温の差、湿度の関係によって結露が発生する

サッシの保証期間を教えてください

サッシの保証内容を教えてください

窓から入ってくる音がうるさいので、何とかしたい
カバー工法で防音サッシに取り換えることをお勧めします。その際、ガラスを防音合
わせガラスにするとより効果的です。

カバー工法で改修したが、施工前と変わらない
障子のガタツキがないかご確認ください。ガタツキがある場合は各社のHPに調整方法
が掲載されていますのでそれに基づき調整していただくか、各社のお客様相談セン
ターにお問い合わせください。

漏水
水密

降雨時にはサッシの下枠に雨水が溜まることがあ
り、漏水ではないか

雨水によって生じる枠外への有害な水の浸入をいいます。
サッシ・ドアセットでは連続的な枠外への流れ出し・しぶき・吹き出し及びあふれ出
しをいいます。
　降雨時には右図の様にサッシの下枠に雨水が溜まることがありますが､これは商品
上の特性であり不具合ではありません。
　不具合といえる雨水浸入は、サッシ枠を越えて室内に雨水が流れ出たり、あふれ出
たりすることです。

コールド
ドラフト

窓の近くにいると冷たい空気が流れてきます。断
熱性に劣っている商品でしょうか

冬期の特に夜間では、室外の冷たい空気に冷やされて、窓ガラスの室内側表面が冷た
くなる。このため、窓ガラス付近の室内空気も冷やされて、下降気流が生じる。気流
は人体の局所的な冷却を引き起こす。このような気流がコールドドラフト。
コールドドラフトによる不快感は、気温が低いほど、気流が大きいほど増大する。し
たがって、室内の温熱環境を快適なものにするには、断熱性能の高い窓ガラスを用い
ることで、窓付近の気温を下げず、また下降気流の発生を抑えることが重要。

窓改修をおこなったら、壁等が結露するように
なった

気密 カバー工法で改修したが、すき間風がはいる

遮音

表面処理 アルミサッシの表面に白いぽく粉がふいた状態に
なりました

保証

結露


